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　　The 　 Palaeozoic　 of 止 e　 Hida　Gaien，
　 South　Kitakami　 a 皿 d

Kurosegawa 　Belts　 resemb 且es 　well 　each 　other 　in　litho・and 　biofacies．
The　 basement　 of 　 the　 three 　behs　 comprises 　 early 　 to　middle
Ordovician 　 ophio 且ite．　 The 　overlying 　 middle 　Ordovician 　to

Devonian 　 formations 　 comprise 　 melange 　 and 　 turbidite ，　 consisting

mainly 　 of 　 shale 　 and 　 acidic 　 tUff； and 　 they　 have 　 part且y　 been

subjected 　to　high 　PIT 　type 　metamorphism ．　The 　Carboniferous 　and

Permian 　 forrnations　 comprise 　 shallow 　 marine 　 continental 　 shelf

depositS
，
　 c ・ nsisting 　 of 　 shale

，
　 sandst ・ ne

，
　 cong 且omerate 　 and

limestone，　 with 　 a 且arge 　 amount 　 of 　 pyroclastic　 rocks 　 in　 the
Carboniferous．　 Tllese　 Palaeozoic　 rocks 　 were 　formed 　above 　 a

subduction 　 zone 　 along 　the 　Sino。Korean 　 continenta 且 margin 　 since

early 　 Ordovician．　 In　 Permian 　 time ，　 the 　 sedimentary 　 basin　 was

probably　placed　on 　the 　continental 　she 且f　along 　the　eastern 　margin

of 　the 　Sino．Korean 　b眼ock
，
　 wbich 　was 　located　at 　 a　middle 　 northem

pa且aeolatitude ．　 The 　geotectonic　fra］mework 　of 　 these　belts　was

formed 　through 　 earl ソ Cretaceeus （Valanginian ）east ．　or 　southward

thrust　 movement 　 which 　 caused 　 several 　 nappes 　 and 　 klippes，　 and

early 　Cretaceous 　（Aptian ・Albian ） left・latera且 strike −slip 　faulting

along 　 the 　 Tanak 肛 a −Median 　 Tectonic　 Line．　 The 　 left・latera且
displacement　 along 　the　Tanakura ．Median 　Tectonic 　Line　is

estimated 　to 　be　 about 　1
，
500   ．
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は 　じ　め 　に

　 日 本 の 地 質学 に お け る 基 本 的 な 課題 の 1 つ は，日本列島

の 地体構造 とそ の 形成過程の 解明 で あ ろ う．1960年代後半

〜1970年代 前
L
トに プ レ

ー
トテ ク トニ ク ス が 成立 した 後，わ

が 国 で は 1980年代 に 中 ・古 生 界 の 層 序 と構 造 に つ い て 大幅

な 再検討が 行わ れ た．西 南 凵本に お い て は ，特に放散虫生

層序学の 進展 に伴 っ て 四 万
．
十帯，秋吉帯 ，美濃帯 な どで 付

加 体の 概念 が導入 され，そ れ まで 古生 界とい わ れ て い た も

の の 多くが沈み 込 み帯で 形成 さ れ た 中生界で あ り，構成要

素と して外来異地性ブ ロ ッ ク を含む こ とが 判明した （平ほ

か ，1980 ；Kanmera 　 and 　Nishi，1983 ；脇 出，1983な

ど）．
一一

方東北 日 本 に お い て は，南部北上 帯 が 地 向斜造 山

論 に も と つ く安倍族造 山運動 〔湊 ，
1960

，
1966 ；Minato

etal ．．1965，1979） の 模式 地 で あ っ た た め に ，プ レ
ー

ト

テ ク トニ ク ス の 導入が遅れた，しか し，
ユ970年代末一19．　80

年代前半 に 南部北上帯 の 石炭系層序 につ い て 見直 しがな さ

れ （田 沢 ，ユ979，1985 ； 田 沢 ・大 沢，1979 ；森 ・田沢，

．
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1980な ど），従来の造構論が 成 り立 た な い こ とが 証明さ れ

た こ とで，そ の 制約 か ら解放 され た．そ して，南部北．ヒ帯

が パ シ フ f カ を起源 とす るマ イ ク ロ コ ン チ ネ ン トで あ る と

す る 説 （Saito　and 　Hashimoto，1982），北 部 北 ヒ帯 が

ジ ュ ラ紀付加体 か ら な る とす る 説 （箕浦，1985），あ る い

は 南部 北 ヒ帯 が オ ル ドビ ス 紀 にお け る 沈 み 込み 帯 で 誕 生 し

た 地質体で ，北 部北 上 帯 に衝 上 し た 巨大 ナ ッ プ で あ る とす

る 説 （田 沢，1988a）な ど が 述 べ られ た，

　1980年代後半 一1990年代 に は 1瀧 の 転換 を契機 に新た な

手法 ・視点に よ る情報が 集め ら れ，日本列島の 地体構造 と

その 形成に 関する い くつ か の 説が提唱され た （市川，1984；
Ichikawa ，1990 ；Taira ，1985 ；Taira 　and 　Tashiro ，

1987 ；Taira　 et　 aL ，1989 ；磯 崎 ・丸 山，ユ991 ；lsozaki，

1996 ；磯暗 ，
1998 ；Maruyama ，1997

，
　 Maruyama 　e し aL ，

1997 ；大槻 ・永広 ，
1992 ；田沢，1993 ；大藤 ・佐 々 木 ，

1998）．しか しなが らこ れ らの い ずれ も完成 され た もの と

は い えず，い まだ 定説 が ない ．

　飛騨外縁帯 ・南部北上 帯 ・黒瀬川帯 は 日本列島 の 骨格 を
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第 且図．飛騨 外縁帯 ｛HG ），南部北上 帯 （SK ），黒瀬 川 帯 〔KU ） の 分 布 図．　 TTL ：棚 倉構造線，　 MTL ：中央 構 造線．

な し，飛騨帯 を除 い て は最 も古 い 地 質体 で ，それ らに は 日

本 の 地質形 成初期か らの 記録が 多く残 され て い る．した

が っ て
， 日本列島の 地体構造 とそ の 形成過程 の解明 に は，

こ れ ら 3帯 の特に古生 界の 検討が きわ め て重要 で あ る．筆

者は以前，南部北 h帯と飛騨外縁帯 の 古生界が層相 と化石

相 の 両者 にお い て 互 い に似 て い る こ と を指摘 し，東北 日本

と西 南 日本 は 本質的 に
一

連 の 地質体 で あ る 叮 能 性 が 高い こ

とを述 べ た （田 沢，1989），ま た 南部 北 上 帯 ・飛 騨外縁

帯 ・黒瀬 川 帯 の 3 帯 が 地 質学的 に 多 くの 点で 共通 す る こ と

か ら，こ れ ら を
一

括 し て 南 部 北 上 地 帯 （South　Kitakami
Terrane）と呼ぶ こ と を提唱 した （田i尺，1993）．

　本論文 で は ，よ り詳 し く 3 帯の 古 生 界 の 層相 と化石相の

比較検討 を彳∫い ，主 に古生物地理学的視点か ら こ れ ら の 形

成場に つ い て 考察す る．さらに過去 と現 在の 3帯 の 配 置 の

違 い を示 し，その 違 い をもた ら した造構運動 に つ い て 述べ る ．

飛騨外縁帯 ・南部北上帯 ・
黒瀬川 帯 の 定義

　飛騨外縁 帯 （狭義 ） は 亀 井 （1955） の 命 名に よ る もの

で ，蛇紋岩，高圧 型 変 成 岩，非変成 占生 界な どに よ っ て特

徴 づ け られ，北 東か ら 南西へ ，橋立，蓮華，白馬岳，槍ヶ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し　　

’
　
　
　 ろ

岳 ， 福地 ， 本郷 ， 森部，荒城川，楢谷，石徹白， 伊勢 と連

な り，飛騨帯 の 外側 に狭長 な 弧 を なす地質体 で あ る 〔田

沢，1989）．な お ，し ば しば 飛騨外縁帯 に 含め られ る 新潟

県青海の 先新第
一
係 は，こ れら と は異な る 主 に秋吉タ イ プ

の 石 炭 ・ペ ル ム 紀石灰岩体をブ ロ ッ ク と して 含 む ベ ル ム 紀

付加体か らな り，飛騨外縁帯 で は な く秋吉帯 に 属す．柴

田 ・
西村 〔1989） は 飛騨外縁帯か ら 山陰 ・

北九州 の 三 郡帯

北 部 に か けて 分布す る300Ma の 高 圧 型 変 成 岩 で 特徴づ け

られ る 帯 に 対 して 三 郡
一
蓮華帯 と名付 け た．田 沢 （1993）

は こ の 三 郡一蓮華帯に 熊本県水越 の ベ ル ム 系お よ び 周辺 の

変成 岩類 を加 えて 飛 騨外縁帯 （広義） と した．本論文で い

う飛騨外縁帯 は後者を さす．こ の ように定義 y しる 飛騨外

縁帯 の 総延長 は950km で あ る （第 1 図 ）．

　南部北 上 帯 は 島津 ほ か （1970）に よ り命名さ れ た もの

で，南部 北 E．山 地 一
阿武隈山地東縁 部 （相馬，八 茎，凵

立） に分布 し，主 に非変成中
・古生 界 と 白亜紀花崗岩，そ

れ に 高圧型変成岩，蛇紋岩な ど で 構成 され る地質体 で あ る

（Minato 　et　aL ，】979 ；rrl沢，1988a）．南 部 北 E帯 の 分布

域 は Otsuki （1992，　 Fig，2） の 南部 北 上帯 と早池峰
一
母体

帯 を 合 わ せ た 範囲 に 相当 し， 東西 120km ，南北350km で

あ る （第 1 図）．

　黒瀬川帯は，は じめ 1庁川 ほ か 〔1956） に よ り四国 の 秩父

累帯中帯 に 断続的 に連 な っ て 分布す る シ ル ル 系，高度変成

岩，圧 砕花崗岩な どか らな る レ ン ズ 状の 地 質体 に つ い て ，

黒瀬川構造帯 と名付け られた．そ の 後黒瀬川帯 の 構成要素

に 非変成上 部 占生 界 一中生 界，高圧 型変成岩 ， 蛇紋岩な ど
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第 2 図，飛 騨 外縁 帯 〔IIG），南 部 北 ヒ帯 〔SK），黒 瀬 」［［帯 （KU ） の オ ル ドビ ス 系〜デ ボ ン 系柱 状 図．1 ：頁 岩，2 ：頁 岩

　砂 岩互 層，3 ；砂 岩，斗 ：礫 岩，51 石 灰￥1，6 ：酸性凝 灰 岩，7 ： L］1 性一塩基 性 火 山岩 ・火 ［rl砕屑 岩，8 ：高圧 型変 成

　星｝，　9 ：ナ訂L 基
’
「瀧三
一
辻宣土乱基

’1牛岩，

が加 え ら れ，分布範囲 も 九州
〜四 国

〜紀伊半島〜関東山地

に まで 拡 大 され た （Yoshikura　et 　aL ，1990）．本論 文 で

い う黒 瀬川帯 は Yoshikura　 et 　a1 ．　 C！990） の 黒 瀬川帯構

成要素 か ら ペ ル ム 紀 メ ラ ン ジ ュ を 除い た もの とす る．また

干 葉 県銚子 の 非 変 成 ペ ル ム 系 ・自 亜 系 〔尾 崎，1959 ；鹿

間 ・鈴 木 ，1972） を，最 北 端 の 構成 メ ン バ ーと して 黒 瀬 川

帯 に 含め る．こ の よ う に 定義 さ れ る 黒瀬 川 帯 の 総 延 長 は

1，200km に 及ぶ （第 1 図）．

飛騨外縁帯 ・南部北上帯 ・黒瀬川帯 の 古生界

1 ．オル ドビ ス 系〜デボ ン系

　オ ル ドビ ス 系 〜デ ボ ン 系の 層序が 比 較的 よ くそ ろ っ て い

る の は南部 北 上 帯 で あ る ．飛騨外縁帯 と黒瀬川帯で は，分

布 ・層 序 ともに 断片的 で あ る ．各帯 の オ ル ドビ ス 系〜デ ボ

ン 系柱状図を第 2図 に示す．

　飛騨外縁帯 ・南部北 ヒ帯 ・黒瀬 川 帯 の 3 帯 の 基盤 は前期

〜中期 オ ル ドビ ス 紀 1445− 485Ma ） の 塩基 1生一超塩基性岩

類，す な わ ち オ フ ィ オ ラ イ トか ら な る．飛騨外縁帯 で は 福

地 の 岩坪 谷 1曽 （束田，1997），鳥取 県若桜 の 角閃岩 〔西

村
・
柴 田，］989），南 部北 上 帯 で は 早池峰 岩体 （大上 ほ

か ，⊥986）．宮
’・〕

t

岩体 （小沢 ほ か，1988〕，小黒層 （大沢，

1983）．黒瀬 川 帯 で は 高知県伊 野 の 蛇紋 岩類 （Maruyama ，

1981） な どが そ れ ら に 該当す る．南 部北 1：帯 の 基盤 が 先 シ

ル ル 紀 また は 先オ ル ドビ ス 紀 の 花崗岩 （氷上花崗岩類），

高圧 型 変成岩 （松 ヶ 平一母 体変成岩類 な ど） か ら な る と す

る 説もある （蟹沢
・大上 ，1989 ；永広 ・大 ヒ

，
1991 ；Ehiro

and 　Kanisawa，1999）．し か し ， 氷上花崗岩類 の 年代 は

Rb −Sr 全岩 ア イ ソ ク ロ ン 年代で 339− 440Ma （Shibata，
1974 ； 浅 川，1999），ジ ル コ ン の CHIME 年 代 で 340〜

360Ma （鈴 木ほか，1992），ジ ル コ ン の U −Pb　SHRIMP 年

代 で 440Ma 〔Watanabe 　et 　 al．，1995） と後期 オ ル ドビ ス

紀
〜前 期 石 炭紀 を示す にす ぎな く，年代的 に 基盤 に は な り

得 な い ．また 近隣 の 揚 子地塊，中朝地 塊 ，内蒙古〜中国東

北部
一プ リモ リエ の 褶 曲帯 な ど に お い て ，同年代 の 花崗岩

類 を基盤 と して そ れ をシ ル ル 紀石灰岩 が 覆 うと い う例 が な

い ．Ehlro　 and 　 Kanisawa 〔1999）は松 ヶ 平
一
母体変成岩

類 中 に ホ ル ン ブ レ ン ドの K −Ar 年代で 500Ma の 角 閃岩

（蟹沢 ほ か，1992）が存在す る こ と を根拠 に変成岩類全体

を カ ン ブ リ ア 紀ない しオ ル ドビス 紀初期の もの と して い る

が ，そ れ ら角 閃 岩 は オ リ ス トス トロ ー
ム 起源 の 松 ゲ 1モー母

体変成岩類 に含まれ る ブ ロ ッ ク の
一

部で あ る の で （前川 ，

1981 ；坂 野 ・久保，1996 ；永 田 ・北 E古 生 層研 究 グ ル ー

プ ，1997＞，変成岩類 の 年代 は 500Ma よ り若い と考え るべ

きで あろ う，

　前期〜中期 オ ル ドビ ス 紀オ フ ィ オ ラ イ トの 上 に 頁岩，酸

性凝灰岩を主体 とし，石灰岩，砂岩，礫岩 な ど の薄層あ る

い は ブ ロ ッ ク を含 むオル ドビ ス 系〜デ ボ ン 系が 整合的 に 重

な る．こ れ らは メ ラ ン ジ ュ 相 また は タ
ービ ダ イ ト相の 海溝
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な い し海溝陸側斜面 に堆積 し た 深 海〜半深海成層 か ら な

り，一
部 は 藍閃石片岩 などの 高 圧 型変成岩 に な っ て い る

　（田沢，1988a）．飛騨外縁帯で は福地 の 中部 オ ル ドビ ス 系

　（？） 一シ ル ル 系 の 吉 城 層 （lgoeta1 ．，1980），

一
重 ケ 根

層 （束 田 ，1997），下 部 デ ボ ン 系 福 地 層 （原 III
，

1990），森
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ろ・ttう
部 の 下部一上 部 デ ボ ン 系呂瀬 層 （田沢 ほ か，1997，ユ999），

伊勢 の 上部 シ ル ル 系一
中部 デ ボ ン 系 上 穴馬層群 （栗原 ・指

田 ，
1998）など，お よ び変成相 の 青海結晶片岩 （Banno，

1958），楢 谷 結 晶 片 岩 （Seki，ユ959），伊 勢 結 晶 片 岩

　（Yamada ，1967）な どが あ る．南部北 上 帯 で は 中部 オ ル

ドビ ス 系 （？）〜
シ ル ル 系の 薬 師川 層 （大沢 ，1983），名

め 　ttりさ わ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 お 　 だ 　こ え

目入 沢 層 （大．ヒほ か ，1986），小 田越 層 （永広 ほ か，1986），

折 壁 峠層 （山崎 ほ か，1984），シ ル ル 系の 川内層 （村田ほ

か，1974）， 奥 火の 上層 （川 村，1983），シ ル ル 系〜デ ボ ン

系千 丈 ヶ 滝 層 （鈴木ほ か，1996），下 部 デ ボ ン 系大 野 層

　（村 田 ほ か，1974），中部デ ボ ン 系 中 里 層 （Minato　et　aL ，
1979），上部 デ ボ ン 系の 鳶 ヶ 森層 （田近，］997），合 ノ 沢層

　（田沢，1996b ）な ど，お よ び 中部 オ ル ドビ ス 系 一下 部 デ

ボ ン 系 （？）変成相の 母体変成岩類 （前 川 ，1981），松 ヶ

平変成岩 類 （坂 野 ・
久保，1996） な どがあ る．黒瀬 川帯で

は ，シ ル ル 系 〜デ ボ ン 系 の 横 倉山層群 （梅 田 ，1998），祇

園山層 （浜田，1959），中部 〜上部 デ ボ ン 系 内大臣層 （村

田 ほ か，1997），上 部 デ ボ ン 系越知層 （吉倉，1982），お よ

び 伊野 の 結 晶片 岩 （Nakajima　and 　 Maruyama ，1978）

な ど があ る．

　 化石 と して は，飛騨外縁帯 （田 沢 ほ か，1999），南部北

上帯 （Yabe　and 　Noda，1933 ；Tachibana ，1950 ；Sato，
1956 ；大一L二ほ か，1987）， 黒瀬川帯 （平田，1966 ；Kimura

et　aL ，1986 ；柳 田 ほ か，ユ987） の 上部 デ ボ ン 系か ら，腕

足類 Cyrtospiriferと鱗木 LePtoPhloeum が 共産す る こ と が

圧 目 さ れ る，LePtoPhloeumはオ
ー一

ス トラ リ ア や南中国 の

み な らず，内蒙古 （Huang ，1976＞，新彊 ウ イ グ ル 自治区

北 部 （Li　et 　 al，，1986），カ ザ フ ス タ ン 東部 （Lemoigne，
1982）か ら も産 出す る ．Kato （1990） は 3帯 の シ ル ル ・

デ ボ ン 紀 サ ン ゴ 類 フ ォ
ーナ を 比 較 して ，特 に halysitids

の 有無 に み られ る ような 飛騨外縁帯 と南部北上 ・黒瀬 川両

帯 と の 違 い を強調 した ．しか し なが ら栗原 ・指田 （］998）
は飛騨外縁帯 と黒瀬 川帯の シ ル ル

・デ ボ ン 紀放散虫 フ ォ
ー

ナ が似 て い る と して い る，古 生 物地理学的 に，しば し ば 南

部北 ヒ帯 ・黒 瀬 川 帯 の シル ル ・デ ボ ン紀動植物群 は オ ース

トラ リ ア や南 中国 の もの と近縁 で あ る とい わ れ て い る が

（Ilamada，1958 ；Kato ，1990 ；梅 円，1998な ど），中 部

デ ボ ン 系 か ら産 出す る 腕足類 Z 画 雁 γ は オース トラ リア か

ら は 産 出 記 録 が な く，
む しろ 中 国 ・ヨ ーロ ッ パ な ど の

フ ォ
ー

ナ と の 類縁性 を示す （田沢，1988b）．また 飛騨外

縁帯 ・南部北 上 帯 ・黒瀬川帯 の 上部 デ ボ ン 系か ら産 出 す る

LePtoPhtoeumは， 3 帯 と オ
ー

ス トラ リ ア〜南中国あ る い

は内蒙古
〜カ ザ フ ス タ ン との 間 に何 ら か の 古生物地理学的

関連が あ る こ と を示す．筆者は後述す る 石炭 ・ペ ル ム 紀古

生物地理 の 検討結果 との 整合性 を考慮 し，後期 デ ボ ン 紀 に

おけ る 3 帯 と内蒙古〜カザ フ ス タ ン と の 関連 を重視す る．

2．石炭系

　 飛騨外縁帯 ・南部 北 E帯 ・黒 瀬 川 帯 の 石炭系 は 大陸棚 に

堆積 した 浅海成層 か ら な る．各帯 の 石炭系柱状図 を第 3 図

に 示 す ．下 部石炭系 は 主 に 南部北上帯 に 分 布が 限 ら れ る

が， 卜部h 炭系最 ヒ部 （upper 　 Visean） と中部石 炭系は

3帯の すべ て に お い て み ら れ る．上 部石炭系 は飛 騨 外縁帯

に 発達して い る が，南部北上帯 と黒瀬川帯 で は 欠 い て い る．

　下 部石炭系は 主 に 頁岩，砂岩，礫岩など砕屑岩類 と大量

の 中性〜塩基性火 山砕屑岩類 か ら な り，石 灰 岩 を梓 う．石

灰 岩は b部石炭系 全 体 と して み れ ば 少 な く，最 ヒ部 で 比 較

的厚 く発達す る の を除い て は ほ と ん どが薄層 で あ る．
．
卜
．
部

石炭系の 最上部は黒色一
暗灰色石灰岩で 特徴 づ け られ る．

中部石 炭系は 主 に 灰色石灰 岩 と 酸性 〜中性凝灰岩か ら な

る．上 部石炭系は 主 に 酸性 凝灰岩 と 石灰岩 か ら な り，頁

岩，砂 岩，礫岩 な ど の 薄層をは さ む．

　飛騨外縁帯 で は ド部石炭系最 上 部〜ヒ部 石 炭 系 の
一

ノ 谷

層 （猪郷，1956），荒城 1「「層 （礒 見 ・野 沢 ，19．　57 ；田 沢 ・

長 谷 川，1994） な どが あ る ．南部北 上 帯で は ト
．
部石炭系の

　 　 　 　 　 ヒ　，た か ざアヨ
凵頃市層，尻高沢層，右住層，大平層 （川村 ・川村，1989），

唐梅館層 （田近 ，
1997），真野 層 〔田 沢，1996b ）， ド部石

炭系最 ヒ部 の 鬼丸層 （新川 ，1983），竹沢層 ド部 （小貫，
1969）， 、

”
tl石層

．
ド部 （Sato，1956），さ ら に 中部石炭系の 長

岩層 （小林，ユ973），竹沢層 上 部 （小貫，1969），立石 層 ヒ

部 （田沢，1996b）な どが あ る ．黒瀬川帯 で は 下 部 石 炭系

最 上 部一中 部 石 炭 系柿 迫 層 （Kanmera ，　 L952）が あ る．

　化 石 と して は 3 帯 に 共通 して ト
．
部石 炭系最 上部の 石灰岩

か ら KiteichoztPhyllumが 産 出す る （Kanmera ，1952 ；

Minato
，

ユ955；Kato　and 　Niikawa，1977）．　 iKt
．teiclzouphyt −

lum は その 名称 の 由来す る貴州省 （南中国） の み な らず，

中国東北部〜内蒙古 〜カ ザ フ ス タ ン 東部 に か け て も分布す

る （Niikawa，1994）． ド部石炭系の 産 出化石 の なか で は

特 に 腕足類 が 豊富 で あ る が，南 部 北 L帯 の 前期 石 炭紀

（early 　 Visean ） 腕 足 類 フ ォ
ーナ は Rotaia．Marginatia ．

Syringothyris　es集で 特徴づ け られ，古 生 物地理学的 に は天

山〜内蒙’f〜中国東北部の フ ォ
ー

ナ と近縁 で あ る （Tazawa ，
1996）．

3．ペ ル ム系

　 ペ ル ム 系 も石炭系 と 同 様 に 大 陸 棚 に 堆積 し た 浅海成層 か

らな る ，南部北上帯 で は
．
ド部〜上 部 ベ ル ム 系 が よ くそ ろ っ

て い る が ， 飛騨 外縁帯 と黒瀬川帯 で は 断片 的 に しか み られ

な い ．各帯 の ペ ル ム 系柱状 図 を 第 4 図 に 示す．．

　下部 ペ ル ム 系は 主 に 石灰岩と 頁岩 か ら な リ，砂 岩，礫

岩，酸 性凝灰岩の 薄層 を は さ む．中部 ペ ル ム 系 は 砂岩 を主

体 と し，石灰岩，頁岩，礫岩な どの 薄層 を は さむ， L部ペ

ル ム 系 は 主 に黒色頁岩か ら な り，礫岩，砂岩、．石灰岩な ど

の 薄層 を伴 う．なお礫岩は 上部ペ ル ム 系 で しば しば 非常 に

厚 く発達す る，火 山 砕屑岩類 は 少な く，下部 ペ ル ム 系に酸

性凝 灰 岩 の 薄 層 を は さ む の み で あ る ．しか し なが ら，中部

ペ ル ム 系 の 砂 岩は 火山岩片 を多 く含み，上部ペ ル ム系の 礫

岩 は ペ ル ム 紀 の 花崗岩，流紋岩，安山岩 な ど を礫 として 大
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第 3図，飛 騨 外 縁帯 （HO ，南部 北上 帯 （SK），黒 瀬 川 帯 （KU ） の 有 炭 系 柱 状 図．1 ：頁岩，
　 岩，4 ：礫 岩，5 ： 石 灰 岩 ，6 ：酸 性 凝 灰 岩，ア ：中性一塩 基件 火 山 岩 ・火 山砕屑 岩．

2 ：貝岩 砂 岩互 層，3 ：砂

・
量 に 含む，

　飛騨外縁帯 で は 下部ペ ル ム 系森部層 卜
−
部 （田 沢，1996a＞，

．
ド部

〜
中部 ペ ル ム 系 水犀 ヶ 谷層 （児子 ほ か，1987；梅 田 ・

江 崎，］997），巾部 ベ ル ム 系森部層中部 （田沢，1996a），
1’．部 ベ ル ム 系 （？） 森部層上 部 （田沢 ，1996a），11i部

一上

部 ペ ル ム 系水越層 （柳 田，1958） な ど が あ る．南 部 北 ヒ帯

で は
，

．
卜；競ぴル ム 系の 坂本沢層 （Kanmera 　and 　Mikami，

1965），
ヒ野層 C田 沢，1996b），中部ペ ル ム 系 の 叶倉層

（Minato　et　al．，1979＞，大芦 層 （田沢，1996b〕，　 lt部 ペ

ル ム 系 の 登 米層 （Minato　 et 　 al ．，1979），弓 折 沢 層 （田

沢 ，1996b），薄衣礫岩 〔吉田
・
町 【［L ユ998） な どがあ る ．

黒 瀬 川 帯で は 中 部 （？）〜 ヒ部 ペ ル ム 系 の 小崎 層 （勘米

良，亅961），球磨 層 （勘 米 良，1953），愛宕 山層 （尾崎，
1959〕，高神礫岩 （加納 ，

1958） な どが あ る，

　化 石 と し て は 3 帯 の 中部 ベ ル ム 系 か ら 両極 型紡錘 虫

Mo 仞 d繊 04 伽 α が産出す る こ とが注 H され る．また，飛騨

外縁帯 と 南部北上帯 の 中部ペ ル ム 系か ら は，プ リモ リエ 南

部
一

中国東北部〜内蒙古 の もの と近縁 なボ レ ア ル 型一テ チ

ス型混合腕足類 フ ォ
ー

ナ が産出す る．特 に 典型的 なボ レ ァ

ル 型 腕足類 Yaleovleviaが 両帯 の フ ォ
ー

ナ に含 まれ る こ と

は 重 要 で あ．る （田 沢 ，1999：Tazawa ，1999）．さ ら に 南

部北 卜帯 の ト
．
部ペ ル ム 系か ら，山 西 省 （北 中国） と平南盆

地 〔北朝鮮）の カ タ イ シ ア 北 亜 区 の フ ロ ー
ラ に 比較 され る

シ ダ 植物が 産 出す る 〔浅 間，1988）．こ れ ら の 化石か ら 3

帯 はペ ル ム 紀 の 頃北半球中緯度付近 に 位置 した中朝地塊縁

辺 ，お そ ら く東縁 の 大陸棚 に存在 した と推定 される．なお

ペ ル ム紀紡錘虫
・
腕足類 フ ォ

ー
ナの 古生物地理 に つ い て は

次 の 章で 詳 し く述べ る．

　永広 （永広，ユ996 ；Ehiro ，19．　97，1998） は ペ ル ム 紀 ア

ン モ ナ イ トの 古 生 物地理学的検討に よ り，南部北上 帯，南

中国，プ リ モ リ エ 南部 の フ ォ
ー一

ナ が 互 い に 近縁 で あ る と

し，そ れ ら をペ ル ム 紀古地理図上 で 赤道付近 に 置 い た，し

か し，プ リモ リエ 南部 の 下部ペ ル ム 系か らはカ タ イシ ア 型

と共 に ア ン ガラ 型 の 植物化石 が 産出 し （Burago，1990），

中部 ペ ル ム 系か らは Yaleovleviα を含むボ レ ア ル 型一
テ チ ス

型 混合腕足類 フ ォ
ーナ や ，IVonodiexodinaが 産 出す る の で

（Licharew　and 　Kotljar，1978），プ リ モ リエ 南部 は赤道

付 近 で は な く北 半球中緯度付近 に 位置 した こ と が明 らか で

あ る．一…方，南中国 の ペ ル ム 系 は テ チ ス 型 フ ォ
ー

ナ とカ タ

イ シ ア 型 フ ロ ーラで 特徴 づ け ら れ，ボ レ ア ル 区や ア ン ガ ラ

区の 要素を欠 くこ とか ら （Xu　and 　Yang ，1994），テ チ ス

海域 の 赤道付近 に 存在 し た と考え られ る ．南部北上帯 に つ

い て は，プ リモ リエ 南部 と の 関係 を よ り深 く考慮す べ きで

あ ろ う．ペ ル ム 紀植物地理 に 関 して ，Kimura （1987） は

日本 〔南部北 上 帯）の フ ロ ー
ラ が，カ タ イ シ ア 区の 北亜

区 ， 南 亜 区 の い ず れ の フ ロ
ー

ラ に 比較 され る の か 不明で あ

る と述 べ て い る．しか し なが ら，南部北上帯の ペ ル ム 紀 フ

ロ
ー

ラ 〔Asama ，1981）が カ タ イ シ ア 北 亜 区 に 多産す る

TaenioPteris（Li　et　al．，1995）を多 く含み，前述 の よ う

に 山西 省，平南盆 地 の フ ロ ーラ と類似す る こ と な ど か ら，
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第 4 図 　飛 騨 外 縁帯 （HG ），南 部北 卜帯 （SK ），黒 瀬 III帯 〔KU ） の ベ ル ム 系柱状 図．
　 3 ：砂 岩，4 ： 礫岩 ，5 ： イ「灰 岩 ，6 ：酸 「生凝 灰 岩．

自 ・

1≡ ；　 2

己　3

； ・： 4●　　　　　　■

團 ・

t） ri　 6

1 ：頁 岩，2 ：貝 岩 砂岩 万層，

カ タ イ シ ア 北亜区 の フ ロ
ー

ラ に 比較す る の が 妥当で あ る と

思 わ れ る．

　熊本県中央部 に分布す る 肥後変成岩，間 の 谷変成岩，竜

峰山変成岩，水越層な どの 帰属に つ い て は
， 中央構造線 や

黒瀬 川帯 の 西方延長問題 に 関連 し，地体構造的に 重要で あ

る．筆者 は 水越層 の 層相 とペ ル ム紀腕足類 フ ォ
ーナ が飛騨

外縁帯あ る い は 南部北 上 帯 の もの と似 て い る こ と か ら，水

越 層 と 周辺 の 変 成 岩類 を 飛騨 外縁帯 に 含め た （田 沢，

1993）．水 越 付近 は 白亜 紀 の 左横ず れ 運動 以 前 に は 飛騨外

縁帯 （狭義） と南部北 ヒ帯 の 中間 に 位 i した と推定 され る

の で （第 7 図 ）， こ の 考えが 特 に 不 白然 で あ る と は 思 わ れ

ない ．同様 に
， 坂島 ほ か （1999）の

．
竜峰 山 変 成 岩 を南 部 北

上帯の 石 炭 ・ペ ル ム 系 に 対比す る考 えも，こ の 前期自亜紀

地体構造図 に よ っ て容 易 に 説明 で きる．

飛騨外縁帯 ・南部北上 帯 ・黒瀬川帯の ペ ル ム 紀動物地理

　 こ の 章 で は，自亜 紀 の 造構運動 に よ っ て 地帯群 の 再配列

が な さ れ る 以前 の 飛騨 外縁帯 ・南部北 上 帯 ・黒瀬 川 帯 の 地

理 的配置 に つ い て ，中期ペ ル ム 紀 の 紡錘虫 ・腕足類 フ ォ
ー

ナ の 占生物 地 理 学的資料 をもと に 考察す る．なお，後期

ジ ュ ラ 紀
〜前期白亜 紀 フ ロ ーラ （Kimura，1987）に よ る

占地 理 復元
一

左横ず れ 運動以前 に は 飛騨外縁帯
一
南部北 ヒ

帯 黒 瀬 川 帯 の 順序 で 南北 に 連な っ て い た
一

に つ い て は既

に 田 沢 （1993），Otoh　and 　Yanai （1996），大藤 ・佐 々 木

〔1998） が 詳 し く述 べ て い る の で 省略す る．

1．ペ ル ム紀紡錘虫

　飛騨外縁帯 ・南部北 卜帯 ・黒瀬川帯 の 3帝 からは 中期ペ

ル ム 紀紡錘 虫 、X40nodiexodinaが ♪韮出 す る （Fujimoto，

1956 ；Maeda 　and 　Mitsuoka，1961；Kanmera ，ユ963 ；

Yamada
，

1967 ；Choi ，
1973 ； 田 沢 ほ か ，1993 ）．

．VlonodiexOclinα はペ ル ム 紀 の テ チ ス 海の 北縁 と南縁 に，す

な わち北 半球 と南 半球 の 中緯度付近 に 生 息分布 した 両極型

紡錘虫 で あ る （Han ，1980 ；Sheng　and 　Wang ，1981）．

こ の こ とか ら， ヒ記 3 帯は中期 ペ ル ム 紀 に は 地理的 に 耳 い

に 近接 して お り，後 で 述べ る 腕足類 フ ォ
ー

ナ の 検討 と合 わ

せ て ，南 半 球 で は な く北 半球 の 中 緯度付近 に 位躍 し た と 考

え ら れ る．た だ し黒瀬 川 帯 か ら は ，飛騨外縁 ・南部北 ヒ両

帯 に は み ら れ な い Yabei・na と Neoschwagerina ，特 に N ．

siml ）texが 産 出す る　（Kanmera ，1954，1963）．こ れ ら は

Ishii　 et 　 al．（1985） の il40nodiexodiita テ リ ト リ
ー

よ りは

南方 の ，｝
’
abeina テ リ トリーを特徴づ け る種属 で あ る．つ

まり黒 瀬川帯 の 紡錘 虫 フ ォ
ー

ナ は M 侃 0 面 8 κod ∫呶 テ リ ト

リーと Yabeinaテ リ ト リ
ー

の 境 界付近 の フ ォ
ー

ナ で あ る

と い え る．Ishii　 et　 al．（1985） は 南 部 北 tz帯 の 紡 錘 虫

フ ォ
ーナ を A40ivadiexodinaテ リ ト リーに 含 め ，プ リ モ リ

エ 南部〜中国東北 部
一内蒙古の 紡錘虫 フ ォ

ーナ と 近縁 で あ

る と した．飛騨外縁帯 の 紡錘虫 フ ri一ナ に つ い て 彼等 は何

も述べ て い ない が ，．WonOdiexodtnα が 産出 し，　 Yabeiitaと

Neoschwagerinaを 欠 くの で，．Xfonodiexod・inaテ リ ト リ
ー一

に属す と考 え られ る．以 上 ，紡錘虫 フ ォ
ーナ の 古生物地理
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学的検討に よ っ て も，腕足類 や シ ダ植物 の 検討結果 と 同

様，ペ ル ム 紀に飛騨外縁 ・南 部北上両帯 は 北半球中緯度付

近 の 中 朝地塊付近 に あ り， 黒瀬川 帯 は 2 帯 の 近 くで は あ る

が よ り南方に存在 し た と推定 さ れ る．な お，第 6 図 に示 し

た 中期 ペ ル ム 紀古地理復元図は Ziegler　 et　al．〔1996） の

古地理 図を原図 とし て 用 い たの で ， 中朝地塊 の 位置が や や

低緯度 に偏 っ て い る．

　銚 了
一
の 高神礫岩 （加納，1958 ；尾崎，1959＞ は従来岩相

的 に 南部北 上帯の 薄衣 式礫岩 （加納，1971＞ に 比較 され て

い る が ，そ の 石灰岩
・砂 岩 な どの 礫 また は 偽礫 か ら 産出す

る 中期 ペ ル ム 紀紡錘虫 フ ォ
ーナ （Chisaka，1960 ；Maeda

and 　Mitsuoka ，
1961） は 南 部 北 上 帯 の 叶倉層 の 紡錘虫

フ ォ
ー

ナ （Choi，1973） と黒 瀬川帯 の 小崎層
・球磨層 の

紡錘 虫 フ ォ
ー一

ナ （Kanmera ，1954，1963） との 中間的 な

種属構成 を示す．こ の こ とは ペ ル ム 紀 に お い て も現在と 同

様，南部北 上帯 （南部北上山地） と 九 州 の 黒瀬川帯 との 中

間 に 銚子 が 位置 した こ と を示 唆す る と共 に，南部北 上 帯 と

黒瀬 川 帯 の 構 造 的 連 続 をう らづ け る 1 つ の 証拠 と な る ，

　 と こ ろ で ，Ozawa （1987） と Kobayashi （］999） は 後

期 ペ ル ム 紀紡 錘 虫 Pttlaeofusuliitaの 地 理 的 分布 を重視

し，そ れ を も と、に 特 に Kobayashi （1999） は 南 部 北 上

帯 ・黒瀬 川帯が後期 ベ ル ム 紀 に は南中国 に 近接 して い た と

述べ て い る．しか し，Pα taeofusutil・ta の 存在に よ っ て テ チ

ス 区内 に あ る こ とは い え て も，そ の 中火部な の か縁 辺部 な

の か は 判断 で きない の で ，南中国 に の み 関連づ け る こ とは

理解で きな い ．なお ，後期 ペ ル ム 紀 に は 中 国東 北 部一内蒙

古 の
一

帯 は 陸化 し て い た の で
，

こ れ ら の 地 域 か ら

Palaeof2tsttlinaが 産 出 し な い の は 当 然 で あ る．

1’
ataeofttsttli ・na が 中国東北部一一内蒙

．
古か ら産出 しな い こ と

は 別段 これ らの 地 域 と H 本との 古生物地理学的関連が無 い

こ と を意味す る もの で は ない ．

2 ．ペ ル ム 紀腕 足類

　第 5 図 に わ が 国 の 中 期 ペ ル ム 紀 腕足 類 フ ォ ーナ の 地理的

分布 を示す，飛騨外縁帯 と南部北 上 帯 の 中期ペ ル ム 紀腕足

類 フ ォ
ー

ナ は，｝
’
aleot ，teviα，　 i・Vα

・ageiiOconclta ，　 SPiγiferellα

な どボ レ ア ル 型 と LePtodus，　 Transennatia，　 Peγmvmda γia

な ど テ チ ス 型 の 両者が 混在す る ボ レ ア ル 型
一
テ チ ス 型混合

フ ォ
ー

ナ で あり，プ リモ リエ 南部
〜

中国 東北 部一内蒙古 の も

の と種属構成 が 似 て い る 〔田沢，1987，1992 ；Nakamura

and 　Tazawa ，］990 ；Tazawa ，1991，1998），また 両帯 の

中期ペ ル ム 紀腕足類 フ ォ
ーナ を 比 較す る と，飛騨外縁帯 よ

り も南部北 卜帯の 方が テ チ ス 型 が 優勢 で あ る （田沢 ，
1992 ；

Tazawa ，1998）．以 上 の こ とか ら，飛騨 外縁帯 と南 部北

上 帯 は 中期 ペ ル ム 紀 に お い て プ リモ リ エ 南部一中国東北部

〜内蒙古の 帯 に近接 して お り，しか も南部北上帯が飛騨

外縁帯 よ りも南方 に 位置 した とい え る 〔第6 図）．黒瀬川

帯 に つ い て 筆者 は 以前 に 高知県佐川付近の 山姥 有灰岩産中

期 ペ ル ム 紀 腕 足 類 フ ォ
ーナ （Yanagida，1973） を も と

に ，そ れ が ボ レ ア ル 型 を 欠 くこ と か ら，南部北上帯 よ りも

さ ら に 南方 の フ ォ
ー

ナ で あ る と し た （田 沢．1992），し か

し，山姥石灰岩の 帰属 に つ い て は 黒瀬川帯 に含め るべ きか

ど うか 問題 が あ る の で ，本論文 で は資料か ら除 くこ と にす

る．

　 3 帯以外 の 秋吉帯，舞鶴帯，上越帯などの ペ ル ム 紀腕足

類 フ ォ ーナ も， 前期 白亜 紀 （Aptian−Albian） の 左 横ず れ

運動以前 の 各帯 の 相対的位置 を検討す る の に有効で あ る．

秋吉帯 の 中期 ペ ル ム 紀 腕 足 類 フ ォ
ー

ナ （Yanagida，

1996）は ボ レ ア ル 型
一
テ チ ス 型混合 フ ォ

ー
ナ で ，飛騨外縁

帯や 南部北上帯 の 中期 ペ ル ム 紀腕足類 フ ォ
ー

ナ と類似す

る ．舞鶴帯 の 後期 ペ ル ム 紀腕足 類 フ ォ
ー

ナ （Shimizu，

1961 ；柳 田 ほ か ，1993）は テ チ ス 型 が 優 勢なボ レ ァ ル 型
一

テ チ ス 型混合 フ ォ
ーナ で あ り，南部 北 上 帯 の 後期 ペ ル ム 紀

腕足類 フ ォ
ー

ナ と類 似 す る，最 近 ．ヒ越 帯 の 奥只見地域か ら

報 告された中期 ペ ル ム 紀腕足類 フ ォ
ーナ （田沢 ・新潟基盤

岩研究会，1999）はボ レ ア ル 型 フ ォ
ー

ナ で，わ が 国 の ペ ル

ム紀腕 足 類 フ ォ
ー

ナ の なか で は 最 も北 方 の フ ォ
ー

ナで あ

る．田 沢 （1993，Fig．4）は 大規模 な左横ず れ 運動 が 開始

さ れ た直後 （前期白亜紀）の 日本 の 復元図を示 した が，そ

こ で は 上 越帯 と そ れ に 付 随 す る足 尾 帯 が 北 東端 に 描 か れ ，

上 越帯 の ペ ル ム 紀腕足 類 フ ォ
ーナ が わ が 国 で は 最 も北方 の

フ ォ
ー

ナ で あ る こ と と整合す る．また，こ の こ と は 左横ず

れ以前 の 3 帯 が 第 6 ，7 図 に示さ れ る ように，北か ら南 へ

飛騨外縁帯
一
南部北 上 帯

一
黒瀬川帯 の 順 序 で 配 列 して い た と

す る推論 を支持す る 1 つ の 証拠 と な る．

飛騨外 縁帯 ・南部北 上 帯 ・黒瀬川帯の 形成と再配列

　飛騨 外縁帯 ・南部北上 帯 ・黒瀬川帯は オ ル ドビ ス 紀初期

に 大陸縁 辺 の 沈み 込 み 帯 で 誕生 した．前期 〜中期 オ ル ドビ

ス 紀 オ フ ィ オ ラ イ ト とそ の lt位 に 重な る 中期 オ ル ドビ ス 紀
一デ ボ ン 紀 の メ ラ ン ジ ュ 相ない し タ

ービ ダイ ト相堆積物 ，

お よびそれらを原岩 とす る高圧 型 変成岩な どに よ り，そ の

こ とが証明 され る．石炭紀
一ペ ル ム紀に な る と堆積場 が 浅

海域 に 移行 し， 3帯は 大陸棚 で 発達 を続けた．大陸棚 ヒに

堆積 し た 浅海相石 炭 ・ペ ル ム 系 の 存在 が そ の こ と を証拠 づ

け る．こ こ で オ ル ドビ ス 紀
一ペ ル ム 紀 に 飛騨 外 縁 帯 ・南部

北 上 帯 ・黒瀬川帯 の 近 くに 存在 した 大 陸 を 特定す る 必 要 が

あ る が，そ の た め に は 3 帯 の 古生界の 層相と化石相の 広域

的 な比．較検討 が 有効 で あ る．

　飛騨外縁帯 ・南部北上 帯
・
黒瀬川帯の古生界の 層相が 互

い に 似 て い る こ とは 重要 で あ る．国外で こ れ ら に比較 さ れ

る 古 生 界 は，プ リ モ リ エ 南 部 の ハ ン カ 地 塊 （Krasnogo

and 　Putintseva，1984），朝鮮 半 島北 部 の 豆 満盆 地

（Lee，1987；Paek 　et　al ．，1993），中国 東北部 〜内蒙古

の 天 山
一
興 安嶺褶 曲区 （Yang 　 et　 al．，1986 ：Ren　 et　 al ．，

1987 ；Zhang　et 　al ．．1994） に 存在す る．それ ら は 砕屑岩

を 主 体 と し，火 山岩類 に 富む，中 朝地塊縁辺 で 形成 された

陸棚成層を主体 とす る 地 質体で あ る．しば しば南部北上帯

と比較 され る揚 子地 塊 の古生界は，厚 い
・一

連の 石灰岩か ら

な る カ ン ブ リ ア
・オ ル ドビ ス 系，火山岩類 をほ と ん ど 欠

き，石灰 岩が 卓越す る石炭 ・ペ ル ム 系な ど，層相 は 大 きく

異 な る （Yang 　et　aL ，1986 ；Yang 　et 　al ．，1994）．また 揚
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第 5 図．日本の 中 期 ベ ル ム 紀 腕 足 類 フ ォ
ーナ の 分 布 と先新第三 系地体構 造 髪Tazawa ，1998に．一・

部追 加）．　TTL ：棚 倉構 造線，
　MTL ：中 央構 造 線，1 ：飛騨 地 帯 〔飛騨帯，阿武 隈帯 ），2 ： 南部北 ヒ地帯 （飛騨 外 縁帯，南部 北 L帯，黒 瀬 川 帯 L　3 ：

　秋吉地帯 （秋古帯），4 ：周 防 地帯 〔周 防 帯 ，智頭 帯 の
一一

部，上 越 帯の 　．部〕，5 ：舞鶴 地 帯 1：舞鶴 帯，上 越帯 の 一．．一
部），

　6 ：超 丹 波 地 帯 （超 ）
’j．波 帯 ），7 ：美 濃 地帯 （美濃帯，丹 波帝，足 尾帯，北 部北 上 帯，領 家帯，秩 父 累帯 北 帯，r 宝 山

　帯，智 頭帯 の
一
部，阿 武隈帯の

一
部 ），8 ：三 波 川 地帯 （∠ 波 川 帯 ，神居 古 潭帯，阿武隈 帯 の

・
部 ），9 ：四 万 十 地帯 〔四

　万 十帯，日高帯．常 呂帯，根室 帯）．

子地塊 の 外側 にあ る華南褶曲系の 古生 界 は 火山岩類 に 乏 し

い
“
劣地向斜型

”
で あ り，天 山一

興安嶺褶 曲区 に み られ る

大量 の 火 Ll瑞 類 を伴 う
’
優 地向斜 型

”
の 古生界 と は 層 相 が

ま っ た く異 なる 〔Ren 　et　al．，1987）．最近，吉 円 ら 〔吉 田

ほか ，1994 ；吉 田 ・田 沢 ，1997） は，飛騨外縁帯 ・南部北

上 帯 の 中部 ペ ル ム 系 の 砂岩組成，上 部 ペ ル ム 系礫岩 の 礫種

な ど を検討 し，ペ ル ム 紀に お け る 両帯 の 後背地 と して 火成

活動 が 活発な活動的大陸縁辺 を想定 して い る が ，そ れ は 内

蒙古 〜中国東北部一プ リモ リエ 南部 の ペ ル ム 系が 火山岩類

に 富 む陸棚相浅海〜
陸成 層か らなる こ とと関連づ け ら れ る

（田 沢，1996a，1997a ），おそ らく 3帯 の ベ ル ム 系堆積場

は，上記地域 と一
連 の 中朝地塊東縁 の 大陸棚 に あ っ た と推

定さ れ る，こ の こ とか ら必 然 的 に 3 帯 の オ ル ド ビ ス 系 〜デ

ボ ン 系 が 形成 された沈み 込 み帯 も中朝 地塊縁辺 に置か れ

る ．筆者 は 以 前 に 黒 瀬川帯 の み は揚チ地塊付近 で 形 成 した

と考 え た が （田 沢 ，1993），黒 瀬 川 帯 は 特 に 南部北 ヒ帯 と

地 質学的関連性が 強 く，両 者 は．一・連 の 地 質体 とみ な され る

の で
， 他 の 2 帯 と同様に 中朝地塊縁辺 で 形成 した と考え る

の が 白然 で あ ろ う．

　前述 の よ う に，古生物地理 学的 に は，特 に 石炭紀 とペ ル

ム 紀に お い て ，飛騨外縁帯 ・南部北上 帯の フ ォ
ーナ は プ リ

モ リエ 南部〜中国東北部〜内蒙占〜天 山 の もの と近縁 で あ

る．層相 の 比較か ら導 か れ た推論と 同様 に， 3 帯 の 石 炭 ・

ペ ル ム 系 は 天山一内蒙古〜
中国東北部〜プ リ モ リエ 南部 の

延長 に あ た る 中 朝地 塊 縁 辺 ，お そ ら く東縁 の 大陸棚で堆積

し た と考 え ら れ る．さ ら に ，ペ ル ム 紀紡錘 虫 ・腕足類

フ ォ
ー

ナ の 検討か らはペ ル ム 紀当時中朝地 塊 が 北半球中緯

度 地 域 に あ っ た と推 定 さ れ ，Scotcse　 and 　 McKerrow
（1990），Ziegler　et　al．（1996）の ペ ル ム 紀 占地理 図とお

お よ そ
一

致 す る．以 上，飛騨外縁帯 ・南部北 上帯 ・黒 瀬 川
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第 6 図．中期 ベ ル ム 紀 の 古地 理 復 元 図 〔Ziegler　et　aL 　1996 に
一

部追 加〕．黒 く塗 ら れ て い る 部分 は 大 陸棚．　 AF ：ア フ リ

　 カ ，AN ：南 極大 陸，　 AR ：ア ラ ビ ア ，　 AU ：オ
ー一ス トラ リ ア ，　 E ：ユ

ー
ラ シ ア，　 G ：グ リ

ー・ン ラ ン F．　 IC ：イ ン ド シナ．
　IN ：イ ン ド，　 L ：ラ サ，　 M ；モ ン ゴ ル，　 NA ；北 ア メ リ カ，　 Q ： ク ア ン タ ン ．　 SA ：南ア メ リ カ，　 SI ；シ ブ マ ス ，　 SK ：中朝

　 地塊，T ： タ リ ム ，　 Y ：揚 ∫
L
地 塊．

帯 は ペ ル ム 紀 に は 北 半球 中緯度付近 に存在 した 中朝地塊 の

東縁 部 の 大陸棚 の
一

部 を な して い た と結論づ け ら れ る．

　飛騨外縁帯 ・南部 北 上 帯 ・黒瀬 川帯の 3帯は，ペ ル ム 紀

紡錘虫
・腕足類 と後期 ジ ュ ラ 紀一前期 白亜 紀植物の 古生 物

地 理 学的検討 か ら．ペ ル ム 紀
〜ジ ュ ラ 紀 に は北 か ら南 へ 飛

騨外縁帯一南部北 上帯一黒瀬月1帯の 順序で 1列 に 並 ん で い た

と考え られ る．した が っ て，現 在 み られ る よ うに 内帯に飛

騨外縁帯，外帯 の 北 側 に 南部北上 帯，そ の 南側 に 黒瀬川 帯

が 並ぶ 配置 にす る に は，白亜 紀 以 後の 大規模 な 左横ずれ 運

動 を想定 しな け れ ば な ら な い ．そ の 左横 ず れ運 動 は，手取

型 フ ロ
ー

ラ と領石型 フ ロ
ー

ラ の 明瞭な対立 （K癜 ura ，1987 ）

が み られ る ジ ュ ラ紀 末
〜白亜 紀 初 期 よ り後 に 起 きた と考 え

られ る．お そ ら くそ れ は 前期白亜 紀 〔Aptian −Albian ） の

北 方へ 高速 で 拡大す る イ ザ ナ ギ プ レー トの 斜め 沈み 込み に

起因 し （平 ほか ，
1981 ；Taira　 et 　 al、，19．　83＞， 棚倉

一
中央構

造線 （柴田 ・高木．1989）を主要な境 界断層 と して 起きた

もの で，水
’LF

変位量 は南部北上帯 の 移動距離 をもとに 約

1500km に 及ぶ と推定 され る （田沢，19．　93＞，左横ずれ運

動が起 きた涯 後，前期白璽紀 の 3 帯の 配置を第 7 図に示す．

　 日本 の 先新第三三紀 テ ク トニ ク ス に おけ る もう 1 つ の 重要

な 造溝運動 と して，東な い し南 フ ェ ル ゲ ン ッ の 衝上運動 が

あげ ら れ る．そび）代表 的な例 で あ る 飛騨 ナ ッ プ （小松 ほ

か，1985）．南 部 北 上 ナ ッ プ （田 沢，1988a），黒 瀬 川 ク

リ ッ ペ 〔磯崎 ・板谷，1991） は，左 横ず れ 運 動 よ り前，お

そ ら く前期 白亜 紀 （Valallginia1⇒ に 定置 した と考 え られ

る ｛H］沢，1993）．た だ し，黒 瀬 ；1［ク リ ッ ベ は磯 崎
・板谷

（1991）が 想定 して い る もの とは かな り異なる．黒瀬川帯

の 構成岩類 は飛騨外縁帯 ・南部北上帯 の古 生界よ りも南方

で 形成 され た もの で あ り，彼等が 述 べ て い る よ うな 内帯起

源 の ク リ ッ ペ で は な い （出 沢，1993），か つ て ジ ュ ラ 紀 以

前に飛騨外縁帯 ・南都北上帯よ りも南方に存在 した ，現在

は み る こ とが で きない 地質体が黒瀬川帯 の 起源 で あ り，そ

れ は　Hara　 et 　al、（19．　92＞ が
“Kurosegawa・Koryoke

Continent（K −Continent）
tt

「
黒瀬 川

一古領 家陸塊 （K一陸
塊〉」 と呼ん だ もの の

．・
部に相当す る．

“K 一
陸eq11を前期

白亜 紀 の 復元図 （第 7 図）で 表す こ とは で きな い が 〔先白

亜 紀 の 復元 図 が 必 要），あ えて 示 す とす れ ば，第 7 図 に お

け る 黒 瀬川帯 の 北西に 描 か れ る で あ ろ う．また，ペ ル ム 紀

の 占地理 図 乱第6 図〉で は黒瀬川帯と して 黒く塗 られ た大

陸棚 が そ れ に 該当す る ．

　南 部 北 ヒ帯 と黒 瀬 川 帯 が パ シ フ ィ カ ・ゴ ン ドワ ナ な ど の

南方大陸あ る い は 揚子 地塊を起源とする マ イ ク ロ コ ン チ ネ

ン トで あ る とす る
「
南部北 1二 ・黒瀬 川 マ イ ク ロ コ ン チ ネ ン

ト説」 （Saito　and 　Hashimoto，1982；Taira　et　al．，ユ989；

Minoura，1990 ；lchikawa ，1990；磯 暗
・丸 山，1991；

Otsuki，1992；Ehiro　 and 　 Kanisawa，　 ig99な ど） に つ

い て は，す で に い くつ か の 反論が な され て い る （加藤．

1985 ； 田 沢，1988b ，1995，1997b，1999 ；磯暗 ・板 谷，

1991），こ こ で は そ れ ら に 加 え て，重 要 な 点を 1 つ だ け 指

摘 して お く，そ れ は 「南部 北 上 ・黒瀬 川 マ イ ク ロ コ ン チ ネ

ン 1・説 ゴ が，飛騨外縁帯 をマ イ ク ロ コ ン チ ネ ン トと は み な

して い な い とい う こ とで あ る．つ ま り飛騨外縁帯 は南部北

上 ・
黒瀬川両帯 とは起源 と形成過程を異 に す る 地質体で あ

る と い う解釈 の も とで こ の 仮説が 成 り立 っ て い る．しか し

こ れ まで 述べ て きた よ うに，飛騨 外縁帯 ・南部北上帯 ・黒

瀬川帯 の 3帯は 地質学的 に共通 す る とこ ろが 多く，飛騨外
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第 7 図．前期 白並 紀 に おけ る 飛騨 外縁 帯 UIG），南部 北上 帯 1：SK ），黒 瀬 川帯 （KU ）．矢 印 は 左横 ず れ運動 の 方向 を小 す．

縁帯 だけを別 の もの として 取 り扱 う根拠 はな い ，筆者は飛

騨外縁帯 ・南部北 ．ヒ帯 ・黒瀬川帯 の 3帯が，中朝 地塊縁辺

の 沈 み 込 み 帯 で 誕 生 し，発 達 して きた 連 の 地 質体で あ る

と考 え る ．

　本論文 で は
，
Otoh　 and 　 Yanai （1996），大藤 ・佐 々 木

（1998）が説 く，後期 ジ ュ ラ 紀
〜

前期自亜紀 の 東 ア ジ ア に

おける大規模 な右横ずれ運動 に つ い て 取 り上 げなか っ た．

しか しそれ は ペ ル ム 紀 まで に 中朝地塊縁辺 で 形成 され た飛

騨外縁帯
一
南部北上 帯

一
黒瀬川帯 の 列 が ，前期白亜 紀 の 左横

ずれ 運動 で 再配列 され る 以 前 に ，全体 と し て 南 方 に 大 きく

変位 した 出来事 と して 重要 で あ る．た だ しそ の 変位量
’
と メ

カ ニ ズ ム に つ い て は未解明で あ り，今後の 検討課題で あ る．

ま　 と　 め

　以 下 に飛騨外縁帯 ・南部北 上帯 ・黒瀬 川帯の 占生 界の 層

相 と化石相，お よ び そ れ ら の 対 比 と造構史に つ い て ま とめ

る．

1 ． 3 帯 の 占生 界は，前期〜中期 オ ル ドビ ス 紀 オ フ ィ オ ラ

　 イ トを 基 盤 と し，そ の Lに 重 な る 中期 オ ル ドビ ス 紀
一

デ

　 ボ ン 紀深海 〜半深海成層，石炭紀 〜ペ ル ム 紀陸棚相浅海

　成層か らなる，

2 ， 3 帯 の 後期古 生 代 フ ォ
’一

ナ ・フ ロ ー一
ラ は 互 い に 似 て お

　 り，プ リモ リエ 南部
一

中国東北部
一

内蒙占の 後期 占生 代

　 フ ォ
ー

ナ ・
フ ロ

ー
ラ に比較 され る．

3 ． 3 帯は オ ル ドビ ス 紀以降．中朝地塊縁辺 の 沈み 込 み 帯

　 で 形 成 され た．そ れ ら の 堆 積場 は ペ ル ム 紀 に は 北 半球 中

　緯度 に 存在 し た 中朝地 塊 東縁 の 大 陸 棚 に あ っ た と考え ら

　れ る．また ， 大規模 な左横ずれ運動が起 きる 以 前 （ベ ル

ム 紀〜ジ ュ ラ 紀） に は 中朝地塊東縁部 にお い て ，北か ら

南へ 飛騨外縁帯
一
南部北上帯

一
黒瀬川帯 の 順序 で 1列 に 1稟

　な っ て い た と推定 さ れ る．

4 ．前期白亜 紀 〔Valanginian） に 束 な い し南 フ ェ ル ゲ ン

　ツ の 衝上 運動 が 起 き，飛騨 ナ ッ プ，南部北 「：ナ ッ プ，黒

瀬川 ク リ ッ ペ な どが 定置 した，

5 ．前期白亜 紀 （Aptian・Albian） に棚倉一
中央構造線を

　主要 な境界断層 と して ，水平変位量が 約工，500km に 及ぶ

大規模 な左横ず れ 運動 が起きた．
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ービ ダ イ トか らな り，そ れ らの
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